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編集後記 今年も残すところあとわずかとなりました。今年はコロナ
ウィルスの対応に追われ、行事が多く中止となりました。い
つまでこの状況が続くか分かりませんが職員一同、インフル

エンザや新型コロナウイルスの感染予防、利用者様の体調管理に気をつけながら少人
数で楽しめる行事をしたいと思います。今後とも宜しくお願いいたします。　　　　
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１. 氏名　２. 趣味・特技　３. 今後どんな職員になっていきたいか

看護職員
青木 通子（あおき みちこ）
音楽・映画鑑賞
まだまだ分からない事が多く、ご迷惑をおかけすることもあると思い
ますが、入所者様に笑顔で過ごしていただける様、がんばっていきた
いと思います。

１.
２.
３.

デイサービス介護助手
松村 豊（まつむら ゆたか）
ドライブと日帰り温泉（コロナ禍で自粛中です）
利用者様の手助けになるよう、自身も一歩ずつですが、日々勉強して
いければと思います。安全運転で頑張ります。

１.
２.
３.

デイサービス介護職員
中野 美知香（なかの みちか）
＜趣味＞映画・ドラマ鑑賞　読書（漫画）　＜特技＞早食い競争
趣味の幅を広げて、利用者様に披露できるようになりたいです。
まだまだ仕事が駆け出しなので、あせらず落ち着いた行動を心掛けて
いきたいと思います。

１.
２.
３.

デイサービス生活相談員
小川 麻代（おがわ まよ）
散歩　ショッピング　食べること
丁寧な仕事を心掛け、利用者様の笑顔を沢山見ることが出来るような
介護をしていきたいと思います。

１.
２.
３.

デイサービス介護職員
北浦 加奈江（きたうら かなえ）
箸置き集め・スポーツ観戦（カープ）
笑顔を絶やさず、利用者様と触れ合っていけるような働き方がしたい
です。

１.
２.
３.

新人紹介



夏 の お 楽 し み 会夏 の お 楽 し み 会

新型コロナウィルス感染防止の為夏祭りを取りやめ、
今年は各ユニット毎におたのしみ会を開きました。
当日は綿菓子やたこ焼き等を食べたり、風船釣りやひ
も引きを行い楽しいひとときを過ごしました。

あ～
美味しい♪

取ったぞ～
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おめでとうございます！

敬老会

新型コロナウィルス感染防止の為、今年は各ユニット
毎に敬老会を開きました。今回の敬老会では入居者様
全員の長寿をお祝いするのと同時に、緑寿（66 歳）1 名、
喜寿（77 歳）3 名、米寿（88 歳）7 名、卒寿（90 歳）5 名、
白寿（99 歳）1 名、百寿（100 歳）3 名、100 歳以上 2 名、
計 22 名の方たちの節目のお祝いを行いました。お一人
ずつにお祝いの品とお手紙をお渡しし、入居者様は喜
んでおられました。また、各ユニットで飾り付けを行い、
楽しい余興を職員が考え、入居者様と一緒に盛り上が
り、家庭的な雰囲気の中で執り行われました。

新型コロナウィルス感染防止の為、今年は各ユニット
毎に敬老会を開きました。今回の敬老会では入居者様
全員の長寿をお祝いするのと同時に、緑寿（66 歳）1 名、
喜寿（77 歳）3 名、米寿（88 歳）7 名、卒寿（90 歳）5 名、
白寿（99 歳）1 名、百寿（100 歳）3 名、100 歳以上 2 名、
計 22 名の方たちの節目のお祝いを行いました。お一人
ずつにお祝いの品とお手紙をお渡しし、入居者様は喜
んでおられました。また、各ユニットで飾り付けを行い、
楽しい余興を職員が考え、入居者様と一緒に盛り上が
り、家庭的な雰囲気の中で執り行われました。

１００歳に

なりました！
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デイサービス

敬老会
敬老会を行いました。職員による手品や朗読劇な
どを楽しまれました。利用者様全員に職員からの
メッセージを添えた写真をプレゼントしました。

敬老会を行いました。職員による手品や朗読劇な
どを楽しまれました。利用者様全員に職員からの
メッセージを添えた写真をプレゼントしました。

運動会

運動会を行いました。赤チーム、青チーム、黄チー
ムに分かれてボーリングや輪投げなどで競い合
いました。

運動会を行いました。赤チーム、青チーム、黄チー
ムに分かれてボーリングや輪投げなどで競い合
いました。

おやつ
栄養士の手作りした３種類のケーキをコーヒー・
紅茶とともに楽しまれました。
栄養士の手作りした３種類のケーキをコーヒー・
紅茶とともに楽しまれました。

新型コロナウイルスに対する施設の取り組み

前号でもお伝えした通り、条件付きではありますが、1 階の地域交流スペースで透明の仕切り越しで面会を
していただいておりましたが、近隣の市で感染者が出ていること、広島県内で感染者数が増えていることか
ら第一波を超えると予測して、８月中旬から面会を中止いたしました。しかしながら 9 月は敬老の日もある
ということで、予約制でのガラス越し面会を実施しました。入居者様のご家族様には喜んで頂けたので、10
月以降も続けています。
　ガラス越し面会は、顔は見えますが、窓を閉め切っていて声が聞こえない為、会話は電話でしていただき
ました。また、少しでも多くの方が、面会が出来るようにと、2家族分のスペースを用意しました。施設内はパー
テーションで仕切り、外は横幕を付けたテントを２つ設置して飛沫対策をしました。面会が終わるごとに席
やテーブルの消毒もしました。１０月からは寒い日もありましたので、テント内には電気ストーブを設置し
ました。皆様が安全で快適に面会できたらと思い、職員が工夫をして会場設営をしました。
どの日程もほぼ予約が埋まり、ご家族様と特養の入居者様がコミュニケーションをとることができました。
お孫様も一緒に来られるご家族様もいて、職員もほがらかな気持ちになりました。

コロナ対策

ガラス越し面会の実施

年越しの準備として、毎年大掃除をしています。いつもは２日間に分けて手の空いた全職員で施設内外の大
掃除をしておりましたが、今年はコロナウイルスの関係もあり、３密を避けるために少人数で掃除を行いま
した。掃除場所は例年通りで入居者様のお部屋やお風呂場、共有スペースの窓などを綺麗にしました。入居
者様たちが気持ちよく年越しができるようになればと思っております。

少人数ごとで実施する年末掃除

美味しい！

当たれ～
！
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